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平成 22 年 10 月 26 日 

報道関係各位 

青森県 

 

浅野忠信が原宿で縄文パワーを発信！？ 
 

青森県主催『JOMO-T展 縄文×Tシャツアート展』本日より開催！！ 

～浅野忠信の他、様々なアーティストが“縄文”への思いを作品に～ 

 

 10 月 26日(火)～31日(日)までラフォーレミュージアム原宿において、青森県主催による『JOMO-T展 縄文×T シャツ

アート展』が開催されます。 

 本イベントには、浅野忠信(俳優)、ARATA(俳優)、片岡鶴太郎(俳優・画家)、坂崎幸之助(THE ALFEE)、日比野克彦(ア

ーティスト)、石川直樹(冒険家)、箭内道彦(クリエイティブディレクター)、田口ランディ(作家)など、さまざまな分野で活躍す

る約 60名の表現者が参加し、それぞれの“縄文”への想いを Tシャツに表した作品が展示されます。 

 

イベント詳細 URL： http://www.aptinet.jp/ap_tokotonmax11.html 

 

 

【参加者からのコメント（抜粋）】 

浅野忠信（俳優） 

 「縄文のみなぎるパワーほとばしる活気!!これを現代によみがえらせる事が、どれほど重要か!!」 

 

片岡鶴太郎（俳優・画家） 

「縄文の人たちは自然を畏れ、敬いながら、そのなかで生きていた。そこに生きる人たちが宿していた、清らかな魂。縄

文に触れ、彼らが語りかけるメッセージに心を傾けたい。時代を越えて、本当の豊かさとは何かを教えてくれる、その声

に。」 

 

 

エンライトメント（アーティスト集団） 

「縄文土器は爆発だ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フライヤー 浅野忠信の作品 田口ランディの作品 
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【JOMO-T展について】 

「ストリートに、縄文パワーを！」 

今、あらためて世界の注目を集める縄文土器や土偶。 

かつて日本列島で１万年以上続いた縄文時代には私たちのルーツがあり、現代につながるアートのダイナミズムがあり

ます。 

 

今回、ラフォーレミュージアム原宿にて“Feel the roots”（ルーツを感じよう）というメッセージのもと、約 40名もの表現者が

集結し、それぞれの“縄文”を Tシャツというストリートメディアに表した展覧会を行ないます。 

 

その他、会場ではイラストレーターのみうらじゅんさん、多摩美術大学芸術人類学研究所が審査した［縄文Tシャツアート

コンテスト］の受賞作品展や、各地の考古博物館の土器・土偶のオリジナル T シャツ展、縄文同様の自然観を今に伝え

るアイヌやアボリジニなどの先住民の Tシャツ販売も同時に行います。 

 

 

【JOMO-T展 概要】 

名称   ： JOMO-T展 縄文×Tシャツアート展 

会場   ： ラフォーレミュージアム原宿(ラフォーレ原宿6F) 

会期   ： 2010年10月26日(火)～31日(日) 

主催   ： 青森県／財団法人地方自治総合センター 

企画・制作： jomonism 

詳細URL  ： http://www.aptinet.jp/ap_tokotonmax11.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝告知・取材などに関するお問い合わせは＝ 

株式会社ディー･エヌ･エー 

「とことん青森ＭＡＸ in 原宿表参道」広報事務局 

担当：木村（携帯：090-9851-8193） 

〒141-0031 東京都品川区西五反田 1-28-6 ﾊﾟｰｸ第 3ビル  

ＴＥＬ：03－5740－8100 ＦＡＸ：03－5740－8102 e-mail：kim@dna-ex.co.jp 
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